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私たちは、皆様の健康で安全な暮らしを科学でサポートしています。 

～新型コロナウイルス（SARS-CoV-2)の変異ウイルスについて～  

はじめに 
2019 年末に中国（武漢）で初めて確認された

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は、2020 年

1 月に日本国内で初めて感染者が確認されました。

2020 年 2 月以降、武漢由来のウイルスによる感

染の拡がりに加え、3～4 月には欧州由来のウイル

スによる流行（第 1 波）が確認されました。その

後、この欧州由来の SARS-CoV-2 から派生したウ

イルスにより、夏季（7～9 月）に流行（第 2 波）

が起きました。2020 年 12 月以降は、もう 1 つの

欧州由来の派生ウイルスによる感染拡大（第 3 波）

がみられました。2021 年 4 月以降は、2020 年後

半に英国で発生した新規の変異ウイルスが、国内

において増加し、感染の拡大（第 4 波）が継続し

ています。 

 

変異ウイルスとは（定義） 
2021 年 2 月に世界保健機関（WHO）は感染・

伝播性の増加、ワクチンの有効性の低下等が懸念

される変異株（Variants of Concern：VOC）や注意

すべき変異株（Variants of Interest：VOI）の暫定

定義を提示しました。現在、WHO が VOC として

取り扱うウイルスは発生国を基に VOC-202012/01

（英国型）、501Y.V2（南アフリカ型）、501Y.V3

（ブラジル型）が指定されています。また、VOI

にはフィリピンやカリフォルニア由来の

SARS-CoV-2 が指定されています。 

 

SARS-CoV-2変異ウイルスの特徴 

SARS-CoV-2 のスパイクタンパク質は、ウイル

ス粒子の最も外側にあり、ヒトへの感染に関与し

ています。このスパイクタンパク質には、これま

でに高増殖効率、感染伝播力、免疫逃避あるい

はワクチン効果の低下などに関与することが示

唆される複数の特徴的なアミノ酸の変化（変異）

が確認されています。以下に、代表的なアミノ酸

変異を示します。 

 

【D614G 変異】 

スパイクタンパク質の 614 番目（アスパラギン

酸）のグリシンへの変異（D614G）は、2020 年 3

月の欧州系統に由来する株が持つことが特徴で

す。現在の流行ウイルスもこの変異（D614G）を

継承しています。 

 

【N501Y、E484K、K417N 変異】 

前述のスパイクタンパク質の D614G 変異に加

えて、VOC-202012/01（英国型）、501Y.V2（南ア

フリカ型）、501Y.V3（ブラジル型）は、共通の

変異として 501 番目（アスパラギン）のチロシン

への変異（N501Y）を有しています。さらに、

501Y.V2（南アフリカ型）は N501Y と 484 番目

（グルタミン酸）のリジンへの変異（E484K）と

417 番目（リジン）のアスパラギンへの変異

（K417N）の 3 つの代表的な変異を保有していま

す。一方で、501Y.V3（ブラジル型）は N501Y と
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E484K 変異の 2 つを持つ特徴が知られています。 

 

新たな変異ウイルス 

最近、話題のインドを中心に感染拡大がみられ

ている SARS-CoV-2 は、前述の E484K 変異とは

異なり、同じ 484 番目（グルタミン酸）のグルタ

ミンへの変異（E484Q）と 452 番目（ロイシン）

のアルギニンへの変異（L452R）の 2 つの特徴的

な変異を保有しています。これらの 2 つの変異に

より、免疫逃避やワクチン効果の低下などが懸念

されています。既に国内での感染者も空港検疫等

で確認され、今後、世界的な拡散が危惧されるこ

とから 2021 年 5 月には懸念される変異株（VOC）

に指定されました。 

 

SARS-CoV-2のゲノム解析の役割 

国立感染症研究所 病原体ゲノム解析研究セン

ターと全国の地方衛生研究所および検疫所等で

ゲノムネットワーク（COVD-19 ゲノム・サーベ

イランス JAPAN）が構築され、クラスターの発

生源の特定と濃厚接触者の追跡によって感染拡

大を封じ込める対策を行っています。 

国内で検出された SARS-CoV-2 は、全国より陽

性検体の一部が国立感染症研究所に集められ、次

世代シーケンサーを使用し、SARS-CoV-2（全長

29.9 kb）のゲノム配列情報が確定されています。

得られた塩基変異を基にウイルス株間の関係を

示すハプロタイプ・ネットワーク図が作成され、

感染クラスターに特有な遺伝子情報およびクラ

スター間の共通性を解析し、国内の情報として共

有されています。 

 

三重県での取り組み 
当所において県内で新型コロナウイルスの陽

性が確定された患者の検体について変異ウイル

スの N501Y スクリーニング検査を実施していま

す。N501Y を有する変異ウイルスが確認された検

体を国立感染症研究所に送付し英国型、南アフリ

カ型、ブラジル型、インド型等の特定と、さらに

詳細な解析を実施しています。 

また、県内のクラスターの封じ込め対策のため

に、今後、本県においても、国立感染症研究所病

原体ゲノム解析研究センターの協力・支援のもと

にゲノム解析の体制構築に取組み、変異ウイルス

の動向監視と迅速な情報収集を継続的に行う予

定です。 
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